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、
オオアキギリ・グループ：オオアキギリ，オオバクロモジ，ユキグニミツバツツジ，スミレサイシン，タニウツギ，ヒメアオキ
サンカヨウ・グループ：サンカヨウ，シラネアオイ，オオバツツジ
＊：P<0.05で有意な差がある，＊＊：P<0.01で有意な差がある，ns：有意な差がない
ズリハである（大場，1989)。今回用いた8個の環境
因子の階級分布において，いずれも統計的に有意な差
（xu検定：P<qOl）が認められた。
ユキツバキはヤブツバキの変種または亜種（北村，
1979）として扱われている（津山，1989)。また，ユ
キバタツバキはヤブツバキとユキツバキの中間型で，
雑種と考えられている(Nagamasu，2006)。今回用いた
8個の環境因子の階級分布においては，3つの分類群
間に統計的に有意差（x2検定：P<001）が認められ
た。このことはそれぞれの分類群の分布環境に気候的
な違いがあることを示している。
オクヤマザサとチシマザサは別種として扱われてい
る（大井，1975）が，近縁であることが知られている
(Takahasietal,1994)。今回用いた8個の環境因子の
階級分布においては，この分類群間に統計的に有意差
(x2検定：P＞005）が認められなかった。この2分
類群の分布は8個の環境因子において，異なる分布を
しているとは言えなかった。現実的にはオクヤマザサ
とチシマザサは同所的に見られることが多いので，こ
の結果は妥当であると考えられる。
オオアキギリとオオバクロモジ，ユキグニミツバツ
ツジ，スミレサイシン，タニウツギ，ヒメアオキは低
山のコナラ・アカマツ林や，夏緑樹林帯のブナ・ミズ
ナラ林の林床や林縁によく見られる植物である。これ
らの植物の間で，分布に類似性が見られるかどうかを
検討した。その結果，標高と年平均降水量，年平均日
射量，日本海指数において，この分類群間に統計的に
有意差（x2検定：P＞005）が認められなかった。年
平均気温と年平均最深積雪，WI，CIの環境因子で，
統計的に有意差（x，検定：P＜0.05）が認められた。
これらの6つの分類群では，温度因子と積雪が分布の
違いに影響していることが示唆された。
サンカヨウとシラネアオイ，オオバツツジは亜高山
針葉樹林帯によく見られる。これらの植物の間で，分
布に類似性が見られるかどうかを検討した。その結果，
標高と年平均気温，年平均降水量，年平均最深積雪，
年平均日射量，日本海指数において，この分類群間に
統計的に有意差（x2検定：P＞0.05）が認められなかっ
た。WIとCIで，統計的に有意差（x2検定：P＜
0.05）が認められた。これら3つの分類群では温量指
数が分布域の違いに影響していることを示唆する。
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